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1 はじめに 





究にて提案された MAC プロトコル SRAP[1]の動作説
明,SRAP を元に拡張された Onehop-SRAP[2]の手法を整理
したのち更に拡張した Multihop-SRAP[3]の動作説明を行
う.加えて,ネットワークシミュレータ ns3 を用い SRAP の
評価・考察をする. 
2 従来の無線通信方式 








末は受け取った後 CTS を返す.CTS を受け取った端末が送
信権を取得し通信を行う. RTS/CTSをブロードキャストで
受信した端末は通信が終わるまで NAV を設定し待機する. 








種類あり,受け取った端末は制御を受ける.head は CP と














になり再度 CP にてスケジュール機会を目指す. 
スケジュールの順番に関しては検知した RTS/CTS の数
によりカウントし s-id として取得する. 
 
3.3 Multihop-SRAP 
Multihop-SRAP とは head の通信範囲内・外の端末全て
に SRAP のアルゴリズムを適用したものを言う.故に複数
head が生成されることや head の通信範囲外の端末から
SRAPグループ内の端末が影響を受けることがある. 
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